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【目的】医療現場における代替薬の検索の際に、日本標準商品分類番号による分類では、同一薬

効の薬剤、例えばＣａ拮抗剤の塩酸ニカルジピンは血圧降下剤の 214 番に、ニフェジピンは血管

拡張剤の 217 番に分類され、多種の薬効が「その他」で包括されて分類されているなど、必要充

分な検索ができないことが問題となっている。そこで、これらの問題の補完に各種書籍等を用い

た検索が実施されているが、書籍等での検索は多くの時間を要する反面、網羅性が低く横断的検

索には不向きである。そこで、データベース（以下、ＤＢ）を用いた情報技術を導入することで、

迅速且つ網羅性の高い検索が可能となるものと考え、同種同効薬ＤＢの構築を試みた。 

 

【方法】全ての医療用医薬品の添付文書から配合剤も対象とした有効成分 3,647 件を抽出し、抽

出した有効成分を約 18,000 品目の個別医薬品コード、商品名、規格、薬価などの基本情報と関連

付け、抽出した有効成分について階層構造による同種同効薬分類の割り付けを行った。このＤＢ

を基に、1）代替薬検索、2）薬効からの薬品検索、3）同効薬チェックの 3つの機能を持つ検索シ

ステムを作成した。 

 

【結果・考察】安全性・有効性に基づく治療と医療経済の両方を鑑みた処方を実施するには、基

礎となる情報提供が必要不可欠である。一方で、膨大な医薬品情報から必要な情報を的確に得る

ためには、情報技術の利用が不可避となっている。今回我々の構築したＤＢによる 1）代替薬検

索、2）薬効からの薬品検索、3）同効薬チェックシステムを用いることにより、現在多くの臨床

現場で問題となっている、先発医薬品から後発医薬品への切り替え時の代替薬検索や、同一患者

への同種同効薬処方の重複監査などに対応できるものと考える。 


